
部門別計画

（１）標示部会

　　　①専門工事業者として、更なる分離発注を引き続き要望していきます。
　      ②職業能力開発協会の路面標示技能検定の実施に協力します。

　      ③専門部会として、会員の施工技術・安全対策・安全衛生等の専門技術力の向上を図る

　　　　ため、各種勉強会を実施します。

　　　④ガラスビーズの共同購入を推進します。

　 

 （２）標識部会
　　　①専門工事業者として道路標識工事等の分離発注を引き続き要望していきます。
    　  ②一部のバイパスや高規格道路等で導入いただいている広角プリズム反射標識板につき､　

　　　　標識の視認性の向上のため、より多く導入されるよう引き続き提案を行ってまいりま　

　　　　す｡

   　　③清掃活動・調査等の社会貢献活動を、新型コロナウイルス感染防止対策を行ったうえ

　　　　で、引き続き実施します｡（清掃活動７月／高崎・藤岡・伊勢崎、調査１１月／前橋・　　

　　　　安中・富岡）

    　  ④専門工事業者として施工技術・能力の向上を目的とした研修会を、オンライン開催も　

　　　　視野に入れて行います。

（３）防護柵部会
 　  　①専門工事業者として、新設橋梁の高欄・橋梁長寿命化対策の高欄補修等の分離発注を

            引き続き要望していきます。

https://gunkoukyou.com/%e9%83%a8%e9%96%80%e5%88%a5%e8%a8%88%e7%94%bb/


 　     ②防護柵については、老朽化又は設置基準を充たしていない既設防護柵・転落防止柵等

　　　　の交換更新の要望を行っていきます。

         ③群馬県における県土整備分野の最上位計画である(ぐんま・県土整備プラン２０２０)

　　　　の施策である、公共交通網の整備・維持、自転車交通網の整備、歩行者・自転車の安　

　　　　全な移動空間の整備のプランに基づき、地域特性に応じた景観配慮はもとより、より

　　　　安全性の高い高欄及び防護柵を積極的に提案するとともに、新技術製品の活用も視野

　　　　に入れ、事業量の拡大を目指します。

　    

（４）青年部会
　 　  ①広報活動として、群交協だより第７９号、第８０号を発行します。
　      ②福利厚生事業の一環として、第２９回 　釣り大会を開催します。
　      ③群馬県主催の｢ぐんま道路フェア｣に参加致します。
　      ④群馬県主催の「土木の日」に参加します。

　　　⑤群馬県中小企業団体青年協議会の行事に積極的に参加し、情報を吸収発信します。

事業計画

令 和 3 年 度  事 業 計 画

 自　令和 ３ 年 ４ 月　１  日　　至　令和 ４ 年 ３ 月 ３１ 日

１．はじめに

https://gunkoukyou.com/%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e8%a8%88%e7%94%bb/


　２０２１年１月以降、世界的な新型コロナウィルスの感染拡大によって私たちの生活は大きく変化しました。従来の常識はコロナ禍においては通
用せず生活は勿論のこと仕事の場でも感染対策・安全を確保しながら日常を送っていくことが必須となりました。

　世界３位の日本経済は、昨年４～６月期　新型コロナウィルスのパンデミックで国内消費や輸出に大打撃を与え、戦後最悪となる落ち込みを記録
し、県内に本社や主要拠点を置く上場企業３５社の２０２１年３月期決算も約７割にあたる２５社が前期から売上高を減らし厳しい経済環境が浮き
彫りとなりました。

 そうした中、山本知事は、２０２１年度一般会計当初予算を前年度比２．７％増の７，６５０億円とし、『新型コロナウィルス対策を最優先課題』
と強調し、制度融資が特別会計に移管された２００８年以降で最大規模の予算となりましたが、公共事業費は前年度比６．５％減の７５４億円に抑
制されました。

　このようなことが我々業界の逆風となってはなりません。予算縮減の中でも知恵を出し合いまだまだ出来ることを探り出して行かなければならな
いと思います。

 　今後も地域の『安全・安心』の守り手としての自覚を持ち関係機関と連携して地域発展の礎や地域の『安全・安心』の確保に必要な社会資本整
備の着実な推進に努めなければなりません｡

 　我々の組合が将来にわたって、その役割を果たしていくためには、経営基盤の強化、経営の安定化を図っていくことが何よりも重要であり、安
定かつ継続的に事業費を確保することは基より、公共事業における適正な価格設定により適正な利潤を確保していく必要があります。

　交通弱者を交通事故から守り、地域社会に貢献するとともに、行政からのニーズに品質の高い仕事でお応えし、信頼を得る群馬県交通安全施設業
協同組合としてさらに発展しなければならないと思います。

 　社会貢献事業の実施、分離発注の推進、事業予算の拡充と担い手である技術者・技能者の確保、育成・技術、知識のレベルの向上を継続して図っ
ていかなければなりません。

　諸先輩が汗を流し築き上げた群交協を我々も微力ながら精一杯の汗をかき、意義ある組合活動を継承し、以下の事業計画を実施する所存でありま
す。

　組合員各位のご支援ご協力をお願い申し上げます。

重点目標

https://gunkoukyou.com/%e9%87%8d%e7%82%b9%e7%9b%ae%e6%a8%99/


（１）社会貢献事業の実施

   道路標識、道路反射鏡の清掃・点検作業のボランティア活動を引き続き実施します。

（２）県主催イベント事業（ぐんま道路フェア）への参加

    昨年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止となった「ぐんま道路フェア」で　　

　すが、今年度開催せれる場合は参加し、当組合の事業を子供から大人まで、一般の方々　

　にわかりやすくアピールします。

（３）災害時における支援に関する協定（防災協定）の遂行

　今年度も引き続き災害時における対応を再確認するとともに資機材の点検を実施します｡

（４）専門工事業者としての技術者の育成及び資格の取得について

　今年度も「全標協」主催の、「登録標識・路面標示基幹技能者」の資格取得を全組合員　　

　企業が取得できるように支援していきます。また、「道路標識設置・診断士」制度から　

　｢道路標識点検診断士」制度移行にかかる研修の支援を行います。

   現場代理人の土木事務所を跨ぐ兼務が認められ、その効果を実感しているところです。

　今後、１人でも多くの技術者を育成することが業界のレベルアップに繋がるものと信じ､　

　組合員が１人でも多く、一級・二級土木施工管理技士また路面標示施工技能士の資格を

　取得できるよう後方支援を行います。

（５）入札制度と管理制度

   専門工事業の根幹である「社員による自社責任施工」の原則を発注機関に引き続きご理

　解いただけるようお願いしてまいります。また、発注の平準化、現場代理人の兼務につ　

　いても意見交換し、改善に努めてまいります。



（６）行政機関及び関係団体との連携・提案活動の推進

　行政機関及び関係団体との連携を強化し、交流会や研修会を開催します。

　また、関係団体の主催する諸行事に積極的に参加します。

 

（７）合同営業の強化

 　県土整備部、県警本部、関係官庁に対し群交協の活動内容を広くご理解いただくため　

　 に『組合案内』及び『群交協だより』を活用し、定期的にPR活動を行います。また、

　 適宜、理事等による営業活動を引き続き実施します。 

（８）教育情報事業による各部会の活性化

　標示部会、標識部会、防護柵部会、青年部会の４部会は各部会にかかわる研究、調査､　

　積算、事業など独自に取り組んでいただき、関係官庁に対する提案、勉強会、講習会な　

　どで組合員に発表するなど各部会の活性化を図っていただきます。

（９）要望活動　

　　   ①専門工事業の団体として分離発注のお願いを引き続き関係官庁に対して要望してまい

            ります。

　　   ②重大交通事故発生が問題となっていますが､生活道路上の安全対策について『群交協』

　　　　としての提案並びに要望をしてまいります。

  

（１０）福利厚生事業

　    今年度も、組合員家族の親睦と組合活動に対する理解を深める｢釣り大会｣の開催、組

　 合員・賛助会員等の親睦を深める｢新年交流会｣｢ゴルフコンペ｣を開催をします｡



第４１回通常総会

第４１回通常総会　概要

去る、令和３年５月２５日（火）群馬県交通安全施設業協同組合において第４１回通常総会を開催致しました。今年は新型コロナウイルスの感染拡
大防止の観点から最低人数のみの出席とし、滞りなく終了することが出来ました。

 　

　事業計画として

　◇社会貢献事業の実施（道路標識・道路反射鏡の清掃・点検業務）

　◇災害時における支援に関する協定の継続

　◇講習会・研修会・研究会の開催による技術の研鑽

　◇専門事業技術者の養成と資格取得

　◇行政機関・関係団体との連携と提案活動の推進

　◇教育情報事業による各部会の活性化

      等に取り組むことが盛り込まれています。

更に今年度は任期満了に伴う役員改選があり、全員一致の指名推薦と決定。選考委員を選定し、指名推薦の選考結果を議場に諮った結果、全員賛成
のうえ、次の通り可決承認しました。

　◇理事長　　　　　　久保田雅之　（富友産業㈱）新任

　◇副理事長　         　荻野　将樹　（㈱三積商事）新任

　◇常務理事　　　　　須藤　義弘　（事務局）再任

　◇理事（規約・会計）樺澤　弥里　（㈱サンテック）新任

　◇理事（標示）　　　金子　孝男　（サン㈱）新任

https://gunkoukyou.com/2560-2/


　◇理事（標識）　　　市根井保之　（㈱信交）新任

　◇理事（防護柵）　　佐藤　順一　（㈱ヒロタ）新任

　◇理事（青年）　　　近藤　和裕　（新日東㈱）新任

　◇監事　　　　　　　新井　則康　（富士技工㈱）新任

　◇監事　　　　　　　陳　　美穂　（㈲高崎保安機材）新任

その他の議案別決議の結果、令和２年度の事業報告並びに収支決算報告、令和３年度の事業計画並びに予算案等の第１号議案から第７号議案全てが
滞りなく承認されました。
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